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領
域
の

広
が

り
を
も
っ

て

お
り、

し
か

も

意
識
の

多
層
と

リ

ア

リ
テ

ィ

の

多
層
の

あ
い

だ
に

は、

一

対
一

の

対
応
関
係
が

成
り
立

つ

と

井
筒
は

考
え

た
。

さ
ら

に

第．】
の

特
徴
と

し
て
、

彼
は

意
識
の

深
化
の

た

め

の

方
法
的

組
織
的
な
修
行
の

存
在
を
挙
げ
た

。

意
識
の

深
層
を

開
く
た
め

の

修
行
と

し
て
、

彼
は

坐
禅
や
ヨ

ー

ガ

な
ど

に

注
目

し
た
。

こ

の

よ

う
に
井
筒
は
、

存
在
の

深
み

を
含
む

多
層
的
構
造
こ

そ
が

真
の

「

現
実
」

で

あ
る

と

し
、

井
筒
「

東
洋
哲
学
」

の

構
築
を
め

ざ
し
て
、

神
秘
主

義
の

構
造
を

意
味
論

的
に

論
じ

た
。

　

彼
に

よ

れ

ば
、

言
語
は

元
来、
「

意
味

分
節
」

を
本

源
的

機
能
と
す
る

。

「

現
実
」

は

無
数
の

語
（
コ

ト

バ
）

に

よ
っ

て

現

象
す
る

意
味
の

網
目

構

造
を
な

す
。

と
こ

ろ

が
言

語
は、

形

而
上

学
的

思
惟
の

極
限
（

「

意
識
と

存
在
の

ゼ

ロ

・

ポ
イ
ン

ト
」

）

に

位
置
す
る

神
秘
主
義

的
な
存
在
体
験
に

つ

い

て
、

そ
の

意

味
指
示
的
有

効
性
を
喪
失

す
る
。

「

意
識
と
存
在
の

ゼ

ロ

・

ポ
イ
ン

ト
」

に

お
い

て、
「

形
而
上
的
な
る

も
の
」

そ
れ
自

体
は

絶

対
無

分
節
か

つ

コ

ト
バ

以

前
で

あ
る

。

し
か

し、

哲
学
的
思

惟
は

井
筒

「

東
洋
哲

学
」

の

視
座
か

ら

み
れ
ば、

絶
対
的
意
味
無
分
節
た
る

「

形
而

上

的

な
る

も
の
」

そ
れ

白
体
を
「

全

存
在

界
の

窮
極
の

始

点
（

ア

ル

ケ

ー

と

と
し
な
が
ら

意
味
分
節
的
な
リ

ア

リ

テ

ィ

壷、＝
凵

説
し
よ

う
と
す
る

。

そ
れ

は

ま
さ

に
井
筒
の

い

う
「

神
秘
哲
学
」

と

し
て
、

神
秘
主

義
的
な
存

在
体
験
の

ロ

ゴ

ス

化
で

あ
る
と

同
時
に
、

言
語
意
味
論
的
な
世
界
観
学
と

し
て

の

言
語
哲
学
で

あ
っ

た
。

つ

ま
り、

井
筒
「

東
洋
哲
学
」

は

神
秘
主

義
を

哲
学
的
思
惟
の

始
点
（
ア

ル

ケ
ー

）

と

し

て
、

そ
の

哲
学
の

基
盤
へ

と

組
み
込
む
こ

と

に
よ

っ

て、

神
秘
主

義
と

哲
学
の

本
質
構
造
的
連
関
を

意
味
論
的
に

明
ら

か
に
し
た

豊．
蓐
尺

る

で

あ
ろ

う
。

第
六

部
会

『

雑
阿
毘
曇
心

論
』

業
品
に
お

け
る

無
間
業
の

最
大
罪
と

最
大
果
に

つ

い

て

智

　
谷

　
公

　
和

　
「

雑

阿
毘
曇
心
論
」

（
しり

餌

月
矯

爵
鼠
σ

竃

警
髯
日
鋤
ー

ロ

琶
契
p−
圏
の

窪
p

大
正

蔵
経

乞
ρ

一

91

認’

以
下
『

雑
心
論
』

と

略
す
）

業
品
（
国

母
日
甲

巳
「

α
 

診
）

に

お

け
る、

無

間

業
の

最

大
罪
と

最
大
果
が

説
か

れ
て

い

る

偈
と

長
行

は
、

一

七
一

偈
と

そ
の

長
行
で

あ
る

。

そ
れ
ら
の

偈
と

長
行
は、

大
正
蔵

経
二

八

巻
八

九

九

頁
中
段
一
一

行
か

ら
ド

段
五
行
ま
で

で

あ
る

。

　
こ

の

偈
と

長
行
を

取
り
上

げ
る

こ

と

に

よ

っ

て
、

無
間
業
の

最

大
罪
と

最
大

果
に

つ

い

て

論
述
し

て

い

き
た

い
。

論
述
方
法
は

、

『
雑
心

論
』

と

玄
奘
訳
『

倶
舎
論
」

や
、

こ

の

漢
本
に

相
応
す
る

プ
ラ

ダ
ン

本
の

梵
文
を

参
照
し
、

「

称
友
疏』

等
を
対
比
さ
せ

て
、

ま
た

、

『

順
正
理
論
』

も
参
考

に

し

な
が

ら
、

無
間
業
の

最
大
罪
と

最
大
果
に
つ

い

て
、

述
べ

て

い

く
も

の

で

あ
る

。

　
『

雑
心

論
』

の

無
開

業
に
お

け
る

最

大
罪
と

最

大
果

が
説
か
れ
て

い

る

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
は

か
い

一

七
一

偈
は

、

「

妄
語

も
て

僧
を

破
壊
す
る

は
、

諸
の

業
に

於
て

最
悪
な

り。

第
一

有

中
へ

の

思
は

、

是
を

最
大
の

果
と

説
く．、

」

こ

れ
を
一

七
冖

偈
と
そ

の

長
行
を

参
照
し
て

解
釈
し

て

み

れ
ば
、

「

妄
語
（
B
窃
甲
く

巴
p
）

に

よ
っ

て

僧
が

教
団
を

破
壊
す
る

の

は
、

も
ろ

も
ろ

の

業
に
お
い

て

最
も

重

罪
（
ヨ
帥

鼠−
路
く

巴
団

巴

で

あ

る．、

善
（
働

⊆

σ
匡
p。
）

の

業
に

つ

い

て
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一

有
で

あ
る
非

想
非
非
想
処
（

量
く

霧
餌

且
鼠−
鼠
ω

。゚

ぢ
ヨ
鋤

山

冨
欝

鬘）

の

報

果
〔
＜

ぢ

鋒
¢−
O
げ

巴

巴

を

成

じ

る

思

が、

世

善

中

の

最
大
の

果

（

ヨ
帥

げ
倒
ー

ロ

『

巴

讐
P
日
鋤）

を

招
く
と

説
く

。

」

と

さ
れ
る

。

こ

の

よ

う
に

無

間
業
の

最
大
罪
は

破
和
合
僧
と
さ
れ
、

世
間
の

善
の

最
大
果
は
、

非
想
非

非
想

処
の

報
果
を
成
じ

る

思
と

す
る

。

そ
れ

ら
の

理

由
と
し
て
一

七
一

偈

の

長

行
に

は
、

「

こ

れ

を

最

悪
と

な

す
。

法
身
（

穿
霞
ヨ
餌−
P

霞
剛

蕁）

を

転
ぜ

ず
以
て

の

故
に

。

」

（
大
正一
、

八

巻
八

九
九

頁
中

段
一

五

行
か

ら

＝
ハ

行
∀

。

「

未
だ

超

昇
離
牛

せ
ざ

る

者
は

超

昇
離
生
せ

ず、

亦
、

得
果
も

無

く
」

（
中

段
二

〇
行）

と

述
べ
、

最
大
罪
と

し

て

破
和
A
口

僧
は

、

仏
の

法

身
を
転
ぜ

ず
、

世
間
の

解
脱
の

道
を
障

す
る

に

よ
っ

て

で

あ
る

。

ま
た、

「

彼
の

思
は

永
く
］

切
の

煩

悩
を

断
じ
て

得

果
す
る

を

以
て

の

故
に
。

」

（

大
正
二

八

巻
八
九
九

頁
中
段
二

九

行
か
ら
下

段
一

行）

と

述
べ
、

最

大

果
と

し
て

の

非

想
非

非
想
処
は

、

八

万

大
劫
の

間、

得
果
し
て

極
寂

静
で

あ
る

に

よ

っ

て

で

あ
る

。

『

倶
舎
論
」

で

『

雑
心
論
」

の

相
応
す
る

の

は
、

業
品
一

〇
七
偈
と

そ
の

長
行
（
大
正
二

九
巻
九
四

頁
中
段
二

行
か
ら
二

〇

行）

で

あ
る

。

こ

の

漢

本
に
相

当
す
る

プ

ラ

ダ
ン

本
の

梵
文
（

『

〉
円
』

）

は
、

二

六
四

頁
二

行
か

ら
一

九

行
で

あ
る
。

ま
た

梵
文

「

称
友
疏
』

（
萩

原
本

『

〉
内
く
』

）

で

は
、

四

三
〇

頁
五

行
か
ら
一

六

行
で

あ
る
。

『

倶
舎

論
』

漢

本
と

梵
本
と

も、

『

雑
心

論
』

と

相
違
し

な
い

。

た

だ

無

間
業
の

罪
の

重
さ
を
、

順

序
だ
て

て

説

明
し
て

い

る
。

「

余
の

無
間
の

罪
は

其
の

次
第
の

如
く

。

五
と

三

と
一

と
、

後
後
に

漸
に

軽
く、

第
二

は

最
も

軽

し。

恩
等
少
き
が

故
に

。

」

（
大
正一
．

九
巻
九
四

頁
中
段
一

〇
行
か

ら

＝
一

行）
。

こ

の

よ

う
に

、

破
和
合
僧
が

無
間
業
中
で

最
も

罪
が

重
く、

次
い

で

第
五

の

出
仏
身
血
、

箜．一
の

殺
阿
羅
漢、

第
一

の

殺
母
の

順
で

軽
く
な

り、

第
二

の

殺
父
は

恩
等
が
少

な
い

の

で

最
も

軽
い

と
さ
れ

る
。

『

順
正

理
論
』

は

「

無
間
地
獄
の
一

劫
の

異
熟
を

招
く

。

」

（
大
正
二

九

巻
五

九
〇

頁
上

段
九

行
）

と

延
べ

、

『

雑
心

論
』

の

「

法
輪
を

転
ぜ

ず
」

の

補
足
を

し

て

い

る
。

　
以

上

の

こ

と
か

ら

『

雑
心

論
』

「

倶
舎
論』

に

は
述
べ

ら
れ

て

い

な
い

が
、

な
ぜ

異
熟

果
に

約
す

最
大
果
を

説
い

た

の

か
、

と、一．
自

え
ば

、

「

順
正

理
論
』

に

は

「

こ

れ
を

簡
ば
ん

が
た
め
の

故
に、

世
の

善
の

言
を

説
く
。

」

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
え

ら

（
大
正
二

九

巻
五

九
〇

頁
上

段
二

〇

行）

と

延
べ
、

第
一

有
を

簡
ぶ

た
め

に

説
い

た
、

と

さ

れ

る
。

な
ぜ

な
ら

離
繋
果
に

約
せ

ば

阿

羅
漢
に

達
す

る
、

金
剛
喩
定
と

相
応

す
る

思
が

異
熟
果
に

約
す
と

第
一

有
の

思
で

あ
っ

て
、

最
大
の

果
を

招
く
か

ら
で

あ
る

。

ま
た

な
ぜ

破
和

合
僧
が

無
間

業

 
口

譬
β

曼
曽

ぢ

詳

鷲
日
簿）

の

最
大
罪
と

説
い

た

の

か
、

に

つ

い

て

は
、

無
間
業
は

業
障
（
吋

母
ヨ
鯛

く
p

蕁
届）

の

こ

と

で

あ
る

か

ら
、

聖

道
や

善

根
の

起
る
の

を

妨
ぐ
重

大
な
障

害
で

あ
る
こ

と

を
示
す
た

め
、

最

大
罪
と

し
て

破
和
合
僧
（
ω

⇔

B
帥q
ぽ
帥
−

σ
げ
 

畠

巴

を
述
べ

た
の

で

あ
ろ

う
。

古
代
イ
ン

ド
に
お

け
る

支
配
に
つ

い

て

　
　

　

く
9。

鐙

と

く

霧
国

杉
　
岡

　
信

　
行

　
バ

ラ

モ

ン

教
と

紀
元
前
五

⊥
ハ

世
紀
の

仏
教
・

ジ

ャ

イ
ナ
教

興
起
時

代

の

思
想
中
で
、

ヴ
ェ

ー

ダ
語
・

サ
ン

ス

ク

リ

ッ

ト
語
の

く

詠
p

と
パ

ー

リ

語
・

半
マ

ガ

ダ
語
の

く
p
ω

。゚

と
、

こ

れ
ら
の

派
生

語
・

複
合

語
と

が
使
用

さ
れ
て

い

る

文
脈
に

検
討
を

く
わ

え
る

。

　
『

リ

グ
・

ヴ
エ

ー

ダ

讃
歌
』

の

第
一

〇

巻
、

第
一

九
〇

讃
歌
は

タ
パ

ス

（
熱
力）

の

歌
で

あ
る

。

そ
の

第
二

詩
を

引
用

す
る

。

「

浪
だ
つ

大
海
よ
り
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